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ハロゲン化鉛ハイブリッドペロブスカイトは強い吸収係数と長いキャリア寿命などの優れた

光学的・電子的特性をもつために、太陽電池、LED、光吸収センサーなどの有望な機能材料と

して近年注目されている[1]。これらの材料は導入する有機分子を選択し、作成条件を制御する

ことにより 3 次元、2 次元、1 次元結晶を作り分けることができる。我々は有機分子として４－

アミノメチルピリジンなどを用いて１次元結晶の作成を報告した[2]。作成した結晶の電気伝導

度制御を目的として、Pb を Bi に置き換える化学的ドーピングを試みた[3]。 

  合成方法は、HBraq に４－アミノメチルピリジン、PbO、Bi2O3 を混合し溶液を蒸発させ結晶

化させた。Pb に対する Bi のモル比を０％～３％変化させた。電気伝導度測定は２端子法で行

った。 

  図１に作成した１次元結晶を示す。針状結晶で、長さは、２mm から長いものでは１cm に至

る。ドーピングをしないものは、透明であるが、ドーピング量とともに透明から黄色に変化す

る。X 線構造解析から、このドープ量範囲では、構造に変化が認められなかった。図２に電気

伝導度測定の結果を示す。Bi ドーピングにより急激な電気伝導度の増加が観察され、より高い

ドーピング濃度が高くなるにつれて徐々に電気伝導度の値は飽和する。このようなハロゲン化

鉛ハイブリッドペロブスカイトへの金属イオンのドーピングによる電気伝導度の上昇は１次元

結晶に限らず２次元、３次元結晶でも観測された。 
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Fig1：Photos of single crystals (upper) and solution 

(lower) with 0-3% concentration of Bi2O3. 
Fig2：Plot of electrical conductivity of single 

crystals synthesized from the solution 

containing 0-3% Bi2O3.  
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